
次
の
10
年
の
間
に
多
く
の
地
域
で
は
、
15

歳
未
満
の
子
ど
も
の
割
合
が
10
㌫
を
割
り

込
む
と
推
計
さ
れ
、
地
域
社
会
の
継
続
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

➡
地
域
に
焦
点
を
当
て
た
人
口
減
少
対
策

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

②
市
の
財
政
運
営
の
見
直
し

　
新
恵
那
市
の
誕
生
（
平
成
１６
年
合
併
）

に
よ
り
、
制
度
上
も
ら
え
て
い
た
国
か
ら

の
交
付
金
（
合
併
に
よ
る
普
通
交
付
税
の

算
定
の
特
例
分
）
が
今
後
は
段
階
的
に
縮

小
し
、
平
成
３２
年
度
に
は
約
３０
億
円
の
収

入
減
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
将
来
に

わ
た
っ
て
現
在
と
同
じ
水
準
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
続
け
た
場
合
、
い
ず
れ
は
財
源
不

足
に
陥
り
、
そ
の
先
の
恵
那
市
を
考
え
る

次
の

　
年
に
向
け
た

七
つ
の
主
要
課
題

　
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
次
の
10
年
に

向
け
た
市
の
主
要
課
題
を
整
理
し
、
計
画

の
目
標
や
手
段
を
考
え
る
上
で
の
基
礎
と

し
て
い
ま
す
。

①
人
口
減
少
・
少
子
化
と
地
域
社
会
の
継

続　
本
市
の
人
口
は
、
全
国
的
な
動
向
と
同

様
に
、
年
々
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
市
内
で
の
周
辺
地
域
か
ら
市

街
地
へ
の
移
転
も
踏
ま
え
る
と
、
周
辺
地

域
の
人
口
減
少
は
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
推

測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
近
年
本
市
で
は
、
出

生
数
の
減
少
が
顕
著
に
現
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
を
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
す
る
た

め
、
地
域
課
題
を
的
確
に
抽
出
し
て
対
応

す
る
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
地
域
自
治
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

➡
地
域
自
治
の
基
盤
と
な
る
、
自
治
会
や

ま
ち
づ
く
り
に
意
欲
的
に
参
加
す
る
人

材
、
特
定
課
題
に
取
り
組
む
団
体
な
ど
が

う
ま
く
活
動
し
、
連
携
に
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
に
課
題
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
が

必
要
で
す
。
ま
た
複
数
の
地
域
自
治
区
間

で
課
題
解
決
に
向
け
た
情
報
を
共
有
し
、

共
に
解
決
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
間
の

連
携
強
化
が
必
要
で
す
。

④
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応

　
本
市
の
高
齢
化
率
は
、
今
後
も
高
ま
る

と
見
込
ま
れ
、
10
年
後
地
域
に
よ
っ
て
は

こ
と
は
困
難
と
な
り
ま
す
。

➡
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
真
に
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
、
行
政
の
役
割
や
施
策
の

効
果
を
見
極
め
、
事
業
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
市
の
持
続
発
展

に
必
要
な
戦
略
的
投
資
に
つ
い
て
は
重
点

的
に
行
う
な
ど
、
事
業
の
選
択
と
集
中
が

必
要
で
す
。

③
地
域
自
治
力
の
強
化
と
地
域
間
の
連
携

　
本
市
は
こ
れ
ま
で
の
１０
年
間
、
１３
地
域

に
地
域
自
治
区
を
設
け
、
住
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
定
住
促

進
や
子
育
て
、
福
祉
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
重
要
な
課
題
に
は
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
き
め
細
か
い
対
応
が
必
要
で
す
。

　
総
合
計
画
と
は
、
市
政
の
運
営
に
当
た
っ
て
最
上
位
の
計
画
で
あ
り
、
目
指
す
ま
ち
の
「
将
来
像
」

を
実
現
す
る
た
め
の
、
具
体
的
な
方
法
（
施
策
）
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　
現
在
の
計
画
が
本
年
度
末
で
終
了
す
る
た
め
、
次
の
10
年
間
を
対
象
と
し
た
「
第
２
次
恵
那
市
総

合
計
画
」
の
策
定
作
業
を
昨
年
６
月
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　
計
画
は
前
年
度
に
目
標
部
分
を
検
討
し
、
本
年
度
は
目
標
に
向
け
て
の
手
段
に
当
た
る
部
分
（
施

策
）
の
設
定
を
進
め
、
12
月
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
３
月
末
時
点
で
の
計
画
策
定
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
３
２
７
）

第
２
次
総
合
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

２
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
社
会
が
到

来
し
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
医

療
給
付
費
や
介
護
給
付
費
な
ど
の
社
会
保

障
費
の
増
加
、
自
立
し
た
生
活
が
難
し
い

要
介
護
高
齢
者
や
独
居
高
齢
者
の
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

➡
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
高
齢
者
が
社
会

参
加
で
き
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
ま

た
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
独
居
に

な
っ
た
り
し
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
、
地
域
で
の
支
え
合
い
が
必
要

で
す
。

⑤
防
災
力
の
強
化

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
、
災
害
発

生
の
危
険
性
が
高
ま
る
一
方
で
、
独
居
や

高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
の
災
害
弱
者

は
、
今
後
も
増
え
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ま
た
森
林
の
荒
廃
が
進
み
、
土

砂
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　
平
成
26
年
２
月
の
豪
雪
被
害
で
は
、
広

範
囲
に
わ
た
る
対
応
が
求
め
ら
れ
、
結
果

的
に
行
政
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

➡
家
庭
や
地
域
、
市
全
体
の
防
災
力
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑥
産
業
の
活
性
化

　
市
民
の
働
く
場
の
確
保
や
所
得
を
増
や

す
に
は
、
産
業
を
活
発
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
本
市
は
、
豊
か
な
自
然
資
源
や
歴
史
・

文
化
資
源
な
ど
、
多
様
な
地
域
資
源
を
有

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
国
内
だ
け
で
な
く
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
視
野
に
入
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
が

必
要
で
す
。

➡
特
色
あ
る
地
域
資
源
や
産
業
を
磨
き
上

げ
、
そ
れ
ら
を
効
果
的
に
結
び
付
け
て
、

地
域
で
循
環
す
る
経
済
の
促
進
が
必
要
で

す
。
ま
た
恵
那
の
魅
力
を
発
信
し
、
観
光

交
流
の
促
進
や
外
需
の
創
出
に
結
び
付
け

る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

⑦
リ
ニ
ア
開
業
に
向
け
て

　
平
成
39
年
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業

に
伴
い
、
中
津
川
市
西
部
に
リ
ニ
ア
岐
阜

県
駅
（
仮
称
）
と
車
両
基
地
の
設
置
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
産
業
や
観
光

な
ど
へ
の
幅
広
い
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ

る
一
方
、
環
境
の
変
化
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

➡
リ
ニ
ア
効
果
を
地
域
に
定
着
さ
せ
る
た

め
の
準
備
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
安
心
し
て
リ
ニ
ア
を
整
備
・

開
業
で
き
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
以
上
の
七
つ
の
課
題
を
「
自
治
の
基
盤

と
な
る
課
題
」「
生
活
を
守
る
課
題
」「
元

気
に
つ
な
が
る
課
題
」
の
三
つ
に
大
き
く

ま
と
め
ま
し
た
。
特
に
人（
人
口
）・
地
域
・

市
政
が
包
含
さ
れ
る
「
自
治
の
基
盤
と
な

る
課
題
」
は
、
市
の
存
続
に
関
わ
る
課
題

で
あ
り
、
他
の
課
題
に
も
大
き
な
影
響
力

を
持
つ
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。
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現在の総合計画（平成18～27
年度）

【自治の基盤となる課題】

【生活を守る課題】【元気につながる課題】

①人口減少・少子化と地域社会の継続

②市の財政運営の見直し

③地域自治力の強化と地域間の連携

④超高齢化社会への対応

⑤防災力の強化

⑥産業の活性化

⑦リニア開業に向けて

自治の基盤がさ
まざまな要因の
課題に対応

さまざまな要
因が自治の基
盤に影響

恵那市の主要課題

計 画 の 策 定 方 法

①総合計画の計画案について、市長が「総合計画審議会」に作成を依頼し
ます。

②審議会が計画案を作成して市長に返します。

③最終的には市長が案を決定し、議会の議決を受けて決定します。

※総合計画審議会は、学識経験者や各種団体代表、公募などによる市民で構成され、さ
まざまな分野で調査・研究・協議を行います

※計画案の作成に当たっては、専門部会を設置するとともに、市の若手職員によるプロ
ジェクトチームも入りながら協議を進めます
※計画案は多様な機会や手法で、市民の皆さんの意見も広く取り入れながら作成します

「まちづくり市民会議」では次代を担う20～ 40歳代が集まりワークショップを行った
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■
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

施
策
の
検
討
（
６
月
）

計
画
開
始 （
平
成
28
年
４
月
）

計
画
案
の
提
出（
答
申
）（
10
月
）

市
民
公
聴
会
（
７
～
８
月
）

市
議
会
へ
提
案
　（
12
月
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
８
月
）

　
今
後
は
７
月
ま
で
に
施
策
を
固
め
た

後
、
７
月
か
ら
市
内
１３
地
区
で
市
民
公
聴

会
（
地
域
懇
談
会
）
を
開
催
し
、
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
頂
く
予
定
で
す
。
計
画
の
案

に
つ
い
て
は
、
８
月
を
め
ど
に
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
最
終
案
を
策
定

し
ま
す
。

　
１０
月
に
総
合
計
画
審
議
会
が
市
長
に
計

画
案
を
提
出
し
、
市
長
が
１２
月
に
議
会
へ

提
案
す
る
予
定
で
す
。

安 心

活 力

●安心して暮らす
■日常生活での安心
　子育て・雇用・健康など、日常生活
　で安心を得る

●生命と財産を守る
■災害・事故など突発的な不安の解消
　防災・防犯・交通安全などにより、　
　生命や財産を守る

●まちの魅力を高める
■誇り・愛着を持てるまち並み
　恵那市ならではの自然や伝統文化を
　生かし、誇りを愛着を育むまちを形
　成する

●便利に暮らす
■暮らしの基礎
　生活の基盤を維持・向上し、便利な
　暮らしや田舎ならではの不便さを楽
　しめる暮らしを送る

●いきいきと暮らす
■生涯学習・人づくり
　自らを高める力や社会とつながる力な
　ど、社会全体で人を育む

●みんなでまちをつくる
■地域自治・まちづくり
　地域自治力を高め、さまざまな人々が
　が連携し、相乗効果を生み出す

●まちを元気にする
■産業とまちの発展
　地域資源・産業が連携してヒト・モ
　ノ・カネが循環する社会を形成し、
　外需を呼び込む

将来像に向かう三つの理念

快 適

人・地域・自然が輝く交流都市
～誇り・愛着を持ち 住み続けるまち～

○サブテーマは、「子どもや大人に、地
域への誇り・愛着を持ってもらう」「今
いる人が住み続けることができる」とい
うメッセージ

●生命と財産を守る

●まちの魅力を高める

●便利に暮らす

●いきいきと暮らす

●みんなでまちをつくる

●まちを元気にする

安心して
子どもを
育てる

安心して
働ける

健康を維
持・増進
する

人

行政

地域
自治区

企業・
団体など

協力
連携

安心の
施策

快適の
施策

活力の
施策

人・地域・自然が輝く交流都市
～誇り・愛着を持ち住み続けるまち～

将来像の実現

【担い手】 【施策】
優先する視点
　人口減少対策
　市（財政）の存続

○施策の実施

○自治意識の醸成
○課題の情報共有

 
計
画
の
将
来
像
（
最
終
目
標
） 

 
は
「
輝
く
ま
ち
」

　
計
画
の
目
標
に
当
た
る
部
分
（
基
本
構

想
）
の
イ
メ
ー
ジ
を
５
㌻
上
段
に
示
し
て
い

ま
す
。

　
１０
年
後
の
将
来
像
（
最
終
目
標
）
は
、「
人
・

地
域
・
自
然
が
輝
く
交
流
都
市
」。
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
を
「
誇
り
・
愛
着
を
持
ち
住
み
続
け

る
ま
ち
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
計
画
で
は
、
合
併
に
よ
る
「
調
和
」
を

目
指
し
ま
し
た
。
次
期
計
画
で
は
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
、
人
と
地
域
と
自
然
、
そ
れ
ぞ

れ
が
「
輝
く
」
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
や
健
康
に
よ
る
「
人
の
輝
き
」、
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地
域
の
地
域
自
治
に
よ
る
「
地
域
の
輝

き
」、
豊
か
な
自
然
を
守
り
活
用
す
る
「
自

然
の
輝
き
」、
こ
れ
ら
の
特
長
と
、
そ
れ
ら

が
重
な
る
こ
と
に
よ
る
さ
ら
な
る
魅
力
の
共

感
や
発
信
に
よ
り
、
愛
さ
れ
る
恵
那
市
を
目

指
し
ま
す
。

　
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
は
「
ま
ち
づ
く
り
市
民

会
議
」
で
提
案
さ
れ
た
、
１０
年
後
の
恵
那
市

に
向
け
た
意
見
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
込
め

て
い
ま
す
。

 

将
来
像
に
向
け
た

 

三
つ
の
理
念

　
将
来
像
に
向
か
う
三
つ
の
理
念
を「
安
心
」

「
快
適
」「
活
力
」
の
三
つ
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
れ
ば
将
来
像
が
実

現
で
き
る
の
か
ま
と
め
ま
し
た
。

　「
安
心
」
は
『
日
常
生
活
の
安
心
』
と
『
突

発
的
な
不
安
の
解
消
』。「
快
適
」
は
『
誇
り
・

愛
着
を
持
て
る
ま
ち
並
み
づ
く
り
』
と
『
暮

ら
し
の
基
盤
の
整
備
』。「
活
力
」
は
『
ひ
と

づ
く
り
』『
ま
ち
づ
く
り
』『
産
業
と
ま
ち
の

発
展
』
と
い
う
視
点
で
整
理
し
て
い
ま
す
。

　
理
念
は
独
立
し
た
柱
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
を
補
い
、
重
な
り
合
う
形
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 

目
標
に
向
け
た
手
段
を
検
討

　
計
画
の
手
段
に
当
た
る
部
分（
基
本
計
画
）

の
イ
メ
ー
ジ
を
５
㌻
下
段
に
示
し
て
い
ま

す
。
基
本
計
画
は
本
年
度
も
引
き
続
き
、
検

討
と
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
三
つ
の
理
念
に
ぶ
ら
下
が
る
形
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
（
子
育
て
、
雇
用
、
健
康
な
ど
）

に
つ
い
て
、
向
か
う
べ
き
方
向
性
と
具
体
的

な
施
策
や
事
業
（
手
段
）
を
検
討
し
ま
す
。

　
具
体
的
な
施
策
や
事
業
は
、
複
数
の
分
野

に
横
断
的
に
働
く
よ
う
、
効
果
的
な
手
法
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

優
先
す
る
視
点
は
「
人
口
減
少

 

対
策
」
と
「
市
の
存
続
」

　
当
計
画
で
は
、
施
策
や
事
業
の
実
施
に
対

し
て
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
定
義
し
ま
し
た
。

施
策
や
事
業
の
実
施
に
当
た
り
「
優
先
す
る

視
点
」
と
し
て
、
全
て
の
基
盤
と
な
り
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
を「
人
口
減
少
対
策
」

と
「
市
（
財
政
）
の
存
続
」
と
し
ま
し
た
。

施
策
や
事
業
は
、
優
先
す
る
視
点
へ
の
貢
献

度
を
加
味
し
な
が
ら
、
選
択
と
集
中
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

 

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が

 

担
い
手
に

　
当
計
画
の
施
策
や
事
業
は
、
行
政
の
み
で

行
う
も
の
で
は
な
く
、市
民
や
地
域
自
治
区
、

企
業
、
団
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
連

携
や
協
力
し
行
う
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
協
力
や
連
携
を
す
る

た
め
に
は
、
課
題
の
情
報
共
有
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
施
策
を

担
う
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
自
治
意
識
の
醸
成

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日々の暮ら
しを守る

犯罪や事
故を防ぐ

自然を守
り活かす

魅力ある
まち並み
を創る

歴史・文
化を活か
す

戦略的に
道路をつ
くる

移動手段
を充実す
る

便利な消
費生活を
送る

暮らしや
すさを高
める

学ぶ力を
つける

共に生き
る力をつ
ける

生きがい
を持って
暮らす

まちの担
い手にな
る

地域の自
治力を高
める

多様な担
い手がつ
ながる

産業を育
成・支援
する

交流と連
携で元気
になる

持続可能
型の社会
をつくる

災害から
身を守る

医療と救
急を充実
する

●安心して暮らす

施策Ａ 施策Ｂ 施策Ｃ 施策Ｄ 分野横断的に施策を展開

○「調和」から「輝くまち」へ

人が輝く　：生涯学習を通じて自らを高め、 心
　　　　　　 と体の健康を維持し、生涯にわた
　　　　　　 り健やかで心豊かに暮らす

地域が輝く：13 地域それぞれの地域自治によ
　　　　　　  り、地域の魅力を高め、地域が継
　　　　　　  続する

自然が輝く：森林や河川など、郷土の豊かな自
　　　　　　 然を守り、活かす

→「人」・「地域」・「自然」が持つそれぞれ
の特長と、それらが重なることで生み出さ
れるさらなる魅力の共感や発信が、住民や
来訪者に愛される恵那市に

将来像（最終目標）

第 2次恵那市総合計画の基本構想

第 2次恵那市総合計画の基本計画
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